
１
．
指
定
す
る
道
路
の
路
線
名
及
び
区
間

路
線

名
区

間

一
般
国
道
4
6
8号

（
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
）
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
西
久
保
字
上
ノ
町
1
5
6
9番
１
か
ら

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
4
7
6
7番

1
5ま
で

平成™œ年›月˜™日 金曜日 (号外第� 号)官 報

２
．
指
定
す
る
期
日
平
成
2
5年
４
月
1
4日

３
．
通
行
方
法

１
の
道
路
を
通
行
す
る
高
さ
が

3•
8メ
ー
ト
ル
を
超
え

4•
1メ
ー
ト
ル
以
下
の
車
両
は
、
次
の
通
行
方
法
に
よ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

{
走
行
位
置
の
指
定

ト
ン
ネ
ル
等
の
上
空
障
害
箇
所
で
は
、
車
両
又
は
車
両
に
積
載
す
る
貨
物
が
建
築
限
界
を
侵
す
お
そ
れ
が
あ
る

の
で
、
車
線
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
走
行
す
る
と
と
も
に
、
道
路
に
隣
接
す
る
施
設
等
に
出
入
り
す
る
た
め
や

む
を
得
ず
車
線
か
ら
は
み
出
す
場
合
は
、
標
識
や
樹
木
等
の
上
空
障
害
物
に
接
触
し
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
す
る

こ
と
。

|
後
方
警
戒
措
置

後
方
車
両
に
対
し
十
分
な
車
間
距
離
を
取
ら
せ
、
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
横
寸
法

0•
2
3メ
ー
ト
ル
以

上
、
縦
寸
法

0•
1
2メ
ー
ト
ル
以
上
（
又
は
横
寸
法

0•
1
2メ
ー
ト
ル
以
上
、
縦
寸
法

0•
2
3メ
ー
ト
ル
以
上
）
の
地
が

黒
色
の
板
等
に
黄
色
の
反
射
塗
装
そ
の
他
反
射
性
を
有
す
る
材
料
で
「
背
高
」
と
表
示
し
た
標
識
を
、
車
両
の
後

方
の
見
や
す
い
箇
所
に
掲
げ
る
こ
と
。

}
道
路
情
報
の
収
集

道
路
の
状
況
は
、
工
事
の
実
施
等
に
よ
り
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
道
路
情
報
を
収
集
し
、

上
空
障
害
箇
所
の
な
い
こ
と
を
確
認
の
上
走
行
す
る
こ
と
。

弁
護
士
過
疎
・
偏
在
対
策
事
業
に
関
す
る
規
則
（
規
則
第
百
五
十
五
号
）
中
一
部
改

正
公
告

弁
護
士
過
疎
・
偏
在
対
策
事
業
に
関
す
る
規
則
（
規
則
第
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
左
の
通
り
改
正
し
た
の
で
公
告

す
る
。平

成
二
十
五
年
三
月
十
四
日

日
本
弁
護
士
連
合
会

弁
護
士
過
疎
・
偏
在
対
策
事
業
に
関
す
る
規
則
（
規
則
第
百
五
十
五
号
）
中
一
部
改
正

弁
護
士
過
疎
・
偏
在
対
策
事
業
に
関
す
る
規
則
（
規
則
第
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
以
下
同
じ
。）」
の
下
に
「
の
い
ず
れ
か
の
日
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
毎
週
一

回
以
上
」
を
「
毎
週
一
回
」
に
、「
毎
月
一
回
以
上
又
は
二
か
月
に
一
回
以
上
）」を
「
会
長
が
定
め
る
割
合
）
以
上
」
に

改
め
る
。

第
五
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
の
運
営
費
に
対
す
る
援
助
金

申
請
に
係
る
年
度
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
相
談
開
催
予
定
日

（
申
請
に
係
る
年
度
の
初
日
以
外
の
日
に
第
一
種
弁
護
士
過
疎
地
域
又
は
第
二
種
弁
護
士
過
疎
地
域
に
該
当
す
る

こ
と
と
な
っ
た
地
域
に
設
置
さ
れ
る
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
の
属

す
る
月
か
ら
申
請
に
係
る
年
度
の
終
わ
り
の
月
ま
で
の
法
律
相
談
開
催
予
定
日
）
に
つ
き
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に

掲
げ
る
額
を
算
出
し
て
合
計
し
た
額
及
び
ニ
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
の
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
る
額
。
た
だ
し
、

一
年
度
当
た
り
百
万
円
（
ハ
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
額
と
ハ
本
文

の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
額
の
差
額
を
、ニ
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
額
を
、

そ
れ
ぞ
れ
百
万
円
に
加
え
た
額
）
を
上
限
と
す
る
。

イ

法
律
相
談
予
定
時
間
及
び
相
談
担
当
弁
護
士
の
数
に
三
千
円
を
乗
じ
て
得
た
額

ロ

相
談
担
当
弁
護
士
ご
と
の
ア
ク
セ
ス
時
間
（
相
談
担
当
弁
護
士
の
法
律
事
務
所
が
所
在
す
る
場
所
又
は
弁
護

士
会
の
事
務
所
そ
の
他
の
場
所
か
ら
当
該
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で
公
共
の
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
通
常
の

経
路
で
移
動
す
る
場
合
に
要
す
る
往
復
時
間
と
し
て
会
長
が
定
め
る
方
法
に
従
い
弁
護
士
会
又
は
弁
護
士
会
連

合
会
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
三
千
円
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額

ハ

相
談
担
当
弁
護
士
ご
と
の
ア
ク
セ
ス
時
間
に
二
千
円
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
。
た
だ
し
、
離
島
等

交
通
事
情
が
良
好
で
な
い
地
域
に
設
置
さ
れ
た
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
に
航
空
機
又
は
船
舶
を
利
用
し
て
赴
く
必

要
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
予
想
さ
れ
る
交
通
料
金
の
実
費
の
額
が
そ
の
相
談
担
当
弁
護
士
の
ア
ク
セ
ス
時
間

に
二
千
円
を
乗
じ
て
得
た
額
を
超
え
る
と
き
は
、
実
費
の
額

ニ

相
談
担
当
弁
護
士
が
宿
泊
を
必
要
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
年
度
中
の
延
べ
宿
泊
必
要
回
数
に
七
千
五
百

円
を
乗
じ
て
得
た
額

第
十
六
条
第
二
項
第
七
号
中
「
後
任
の
公
設
事
務
所
弁
護
士
へ
の
引
継
ぎ
に
必
要
な
場
合
」
を
「
後
任
の
公
設
事
務

所
弁
護
士
又
は
公
設
事
務
所
支
援
委
員
会
の
求
め
に
よ
る
場
合
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
第
一
項
第
二
号
中
「
を
含
む
。）」
の
下
に
「
か
ら
会
長
が
相
当
と
認
め
る
経
費
を
控
除
し
た
額
」
を
加

え
る
。

第
四
十
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
収
入
」
の
下
に
「
か
ら
会
長
が
相
当
と
認
め
る
経
費
を
控
除
し
た
額
」を
加
え
る
。

第
五
十
二
条
第
二
項
第
一
号
中
「
な
ら
な
か
っ
た
と
き
」
の
下
に「（
第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
約
定
が

特
定
の
地
域
に
お
い
て
偏
在
対
応
弁
護
士
と
な
る
旨
の
も
の
で
あ
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
の
地
域
に
お
い
て

独
立
開
業
し
、
又
は
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
若
し
く
は
偏
在
対
応
特
別
常
駐
従
事
務
所
の
常
駐
社
員
等
と
な
っ
た
と

き
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
五
十
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
な
っ
た
こ
と
」
の
下
に「（
第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
約
定
が
特
定
の

地
域
に
お
い
て
偏
在
対
応
弁
護
士
と
な
る
旨
の
も
の
で
あ
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
の
地
域
に
お
い
て
独
立
開

業
し
、
又
は
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
若
し
く
は
偏
在
対
応
特
別
常
駐
従
事
務
所
の
常
駐
社
員
等
と
な
っ
た
と
き
を
含

む
。）」
を
加
え
る
。

第
五
十
五
条
第
七
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
五
十
七
条
第
四
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
指
導
担
当
弁
護
士

が
」
の
下
に
「
確
保
さ
れ
て
」
を
加
え
る
。

第
六
十
一
条
第
一
項
中
「
生
じ
た
と
き
」
の
下
に「（
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
と
き
に
あ
っ
て

は
、
前
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
約
定
が
特
定
の
地
域
に
お
い
て
偏
在
対
応
弁
護
士
と
な
る
旨
の
も
の
で
あ
っ
た

場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
の
地
域
に
お
い
て
独
立
開
業
し
、
又
は
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
若
し
く
は
偏
在
対
応
特

別
常
駐
従
事
務
所
の
常
駐
社
員
等
と
な
っ
た
と
き
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
六
十
五
条
第
一
項
中
「
以
外
の
新
人
弁
護
士
等
」
の
下
に「（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
給
付
外
新
人
弁
護
士
等
」

と
い
う
。）」
を
加
え
、「
そ
の
新
人
弁
護
士
等
」
を「
当
該
給
付
外
新
人
弁
護
士
等
」に
改
め
、「
偏
在
対
応
弁
護
士
と
な
っ

た
と
き
」
の
下
に
「
及
び
当
該
給
付
に
係
る
新
人
弁
護
士
等
又
は
給
付
外
新
人
弁
護
士
等
が
採
用
さ
れ
た
際
に
特
定
の

地
域
に
お
い
て
偏
在
対
応
弁
護
士
と
な
る
旨
約
し
て
い
た
場
合
で
あ
っ
て
、当
該
特
定
の
地
域
に
お
い
て
独
立
開
業
し
、

又
は
偏
在
対
応
常
駐
従
事
務
所
若
し
く
は
偏
在
対
応
特
別
常
駐
従
事
務
所
の
常
駐
社
員
等
と
な
っ
た
と
き
」を
加
え
る
。

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
弁
護
士
定
着
支
援
に
対
す
る
支
出
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
条

附
則
第
二
条
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
旧
ひ
ま
わ
り
基
金
規
則
中
一
部
改
正
（
平
成
二
十
二
年
一
月

二
十
一
日
改
正
）
附
則
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
旧
ひ
ま
わ
り
基
金
規
則
第
七
条
か
ら
第
七
条
の
四
ま
で
の

規
定
に
基
づ
く
申
請
に
対
す
る
支
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

一
般
国
道

468
号
（
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
）
神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市

西
久
保
か
ら
神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
ま
で
の
工
事
一
部
完
了
公
告

中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
公
告
第

24
号

標
記
高
速
自
動
車
国
道
の
工
事
の
一
部
が
下
記
の
と
お
り
完
了
す
る
の
で
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
2
2条
第
２
項

の
規
定
に
基
づ
き
公
告
し
ま
す
。

平
成

2
5
年
４
月

1
2
日

中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
金
子
剛
一

記
路

線
名
一
般
国
道
4
6
8号
（
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
）

区
間
神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市
西
久
保
か
ら
神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
ま
で

工
事
の
種
類
新
設

工
事
一
部
完
了
日
平
成
2
5年
４
月
1
3日
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